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Steven lVI. Reppertは/J¥児Jヰのレジデ
ントを短期間勤めた後、研究者として胎

児の概日周期が母親の周期に同調すると

いう興味深い現象を調べ始めて以来、ず、っ

と概日周期の研究分野にいる人で、す。概

日周期研究のキャリアは20年以上になり
ます。 彼には、蛾の幼虫を家で飼育して

羽化させ、 それを標本にするというやや

変わった趣味があり、それを研究にも持

ち込み、昆虫の概日周期研究もしていま

す。彼の研究室が一流の仲間入りを した

彼のラボでも、いち早くその情報を仕入

れて、データベースサーチを駆使して、

1nPer 2， mPer 3， mTI1nのクローニ ン
グをしました。 これらの仕事は、方法論

的にはデータベースからのク ローニング

ですし、スタートの時点では大きく遅れ

ていたのですが、徹底したスピード重視

主義で、次々に論文を発表し、結果とし

て、最近のこの分野の進歩をリ ードして

きました。

彼の研究室は、マサチューセッツ総合

病院(lVIGH)のメインキャンパスにあり

ます。lVIGHは、全米でも最も歴史ある病

院の一つで、現在も全米の優れた病院の

上位 5番目に常に入る病院です。私は内

科医でもあり、 NewEngland Jou了nalof 

lVIedicineのCaseStudyのセクションで

医学部の学生の時から憧れた病院です。
のは、実はごく最近のことで、 1995年に、 lVIGHは、ハーバード大学医学部(Harvar-
3つの先進的な研究が発表されま した。 dMedical School、HlVIS)最大の教育
まず、日本から留学していた海老沢尚先 関連病院でもあり 、研究部門のスタッフ
生(現 ・埼玉医大精神科)のメラ トニン のほとんどは、ハーバー ド大学の肩書き

受容体の発現クローニング、大学院生の も持ち、所属に、HlVISとlVIGHの両者を
Davic1 yVelshによる、視交差上核の長期 併記します。HlVISはボストン市の西端に
初代培養からの、singlecell recordingに

基づく電気生理学的計測系の確立、チェ

コからの留学生1voSaumannによる蛾の

period遺伝子のクローニングとその機能

解析。これらは、ひとつひとつが当時と

しては画期的な研究であり、彼の研究室

が小さなラボから、現在のビッグラボに

昇格する契機になりました。

1997年になって、 H甫乳類では初めての
時計遺伝子がクローニングされ始めると、
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あり、 周辺の Brigham & W 0111en'S 

Hospital， Children's Hospital， Beth 

Israel Deaconess lVIedical Centerなど

との複合体を作り西の横綱的存在ですが、

MGHは、ボストン市内の中心部、東寄り

に位置し、やはり周囲の Massachusetts

Eye & Ear 1nfirmary， Schepens Eye 

Research Instituteなどとともに、東の横

綱の位置を占めます。

さて、私は、この研究室に 1999年2月
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から参加して、ちょうど注目が集まって テジーを作り、いくつかの平行した実験

いた分子であるクリプトクロームの研究 と、その予想される結果から、「こちらが

を手がけることができました。クリプト うまく行けば、この方向で、それがうま

クロームはショウジョウパエでは概日周 く行かないときは、同時に進行させる別

期をリセットする光受容体として機能し の実験の方を採用して、この方向で、論

ていることがわかっていた分子ですが、 文を作る。」というような、かなり具体的

ちょうど私が留学する前後に、ノックア な方向性と実験計画を組み、約2ヶ月後

ウトマウスの予想外な表現型が発表され、 の投稿予定日まで設定しました。そして、

にわかに注目されていました。とはいえ、 実際には、その予定日の数日前に投稿し

もう既に数年前にクローニングされてい ました。第3には、集中力で、データを
て、既にノックアウトマウスまでできて 最終的にそろえる段階では、研究室の総

いた、この分子の解析は、当初、私にとっ カを、私の仕事に注いでもらいました。

てはサイドワーク的な仕事の予定でした。 ですから、総勢 11人の研究室で7人が共

しかし最初の結果が出た瞬間に、実は別 著者ですし、他の研究室にまで協力を仰

のプロジェクトで探そうと考えていた分 ぎました。今回は、状況がやや特殊で、は

子の機能をこのクリプトクロームが担つ ありましたが、ここでは、あらゆる手段

ていることがわかり、その後、その解析 を尽くして競争に勝ち、よい雑誌に論文

に研究室のほぽ総力を注ぎ込むことにな を発表するという点に重点を置いていま

りました。そのため、この仕事は、運良 す。

く、留学後数ヶ月で、 Cellの表紙を飾る さて、私自身はこのような競争重視の

論文にすることができました。この研究 研究に対する姿勢が好きではありません

内容については、詳述しませんが、なぜ、 し、本来の研究がこうあるべきだとも思

そのような短期間で論文を書けたかとい いません。はっきり言って科学としての

う点で、この研究室の特徴を記します。 レベルも高いとは思えません。しかし、

まず、第 1に情報量の圧倒的な豊富さ アメリカの中でも最も競争の激しいボス

と速さです。上述のように私が研究室に トンエリアには、このような研究室がた

参加した時に、他の研究室でクリプトク くさんあることは事実で、そのやりかた

ロームのノックアウトマウスが樹立され、 を実際に体験して、学べたことは、とて

その表現型が予想外で面白いという情報 も意義深いことだったと感じています。

が入りました。それは、その内容がNature ただ、このようなタイプの研究をしてい

誌に掲載される数ヶ月以上前のことで、 ることからもわかるように、非常にスト

スタートを非常に早く切ることできまし レスが多い、この研究室の雰囲気は好き

た。ReppertはNatureに投稿された論文 になれませんでした。

の査読もたくさんしていますが、この論

文については査読したわけではなく、「噂」

として聞いたそうです。第 2に、論文を

作成する戦略の練り方の、素晴らしさで

す。つまり 、最初に面白そうな結果が出

始めた段階で、論文を書きあげるストラ
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2.タフツ大学医学部神経科学部門:
F. Rob Jac]{son研
Department of Neuroscience， Tufts 
University School of Medicine 

2000年 2月一王見在

留学中にこれまで

究対象に触れてみたいと希望していたこ

とや、Re叩pp阿コ児er礼1研ででトの研究を少し方向性の

異なる方向に発展させたカか〉つたこと、ま

た、 上述のようなあまりにも競争重視の

研究環境に多少嫌気がさしたことなどか

ら、2000年になって、私はショウジョウ

パエの研究室に移動しました。日本から

来ている人の問で、は珍しいのですが、研

究室を移ることは、アメリカではよくあ

ることです。私の場合は、ボス トンにショ

ウジョウパエを使って概日周期を研究し

ている研究室が3つもあるという地の利

にも恵まれ、 3つの候補の中から Rob

Jacksonの研究室を選びました。 他に候

補にした 2カ所は、Brandeis大学の Jeff

ジョウパエの扱い方などの基礎を教えて

もらいながら、自分のテーマの実験を自

由にさせてもらっています。

さてタフツ大学医学部はボストンのダ

ウンタウン、チャイナタウンに面してい

ます。ここではタフツの最大の教育病院

である New England Mecical Centerと
いう大きな病院が中核をなし、臨床系研

究棟、基礎系研究棟が隣接しています。

余談ですが、アメリカでは医療保険は民

間のものしかなく、マサチューセッツで

最大の保険がハーバード ・ピルグリム、

そして 2番目がタフツ・ヘルスプランで、

この二つに住民の過半数が加入していま

す。このように医療面ではハーバードの

次の位置を一応占めてきたタフツですが、

実際に MGHから移ってみると、たいへ

ん雰囲気が異なることに驚きました。ハー

バード系では非常に競争が激しく、大き

なグラントが取れないとスタッフになれ

ないし、またそれを取り続けないと、残っ

HallとMichaelRosbashの研究室で、こ ていくこともできません。それに比べ、
の二っとも素晴らしいのですが、3人と タフツはやや 2流であるせいか、小さめ
直接会って話した末に、人柄的にもっと のグラン トしか取れず、小さなラボを持

も惹かれたのが Robです。彼は lVIichael つPI(principle investigator，独立して
Youngの研究室でのポスドク時代にショ 研究室を運営する人)がほとんどです。
ウジョウパエの Periodを初めてクローニ タフツの基礎医学系の大学院である神経
ングした人です。その後は、概日周期の 科学には 10個程度の研究室があります
アウ 卜プットとして、 行動リ ズムではな が、どのラボもポス ドク1-2名、テク
く羽化 (eclosion)の方のリズムの研究を ニシャン 1-2名、大学院生 1名程度の
しています。彼は、Reppertとは対照的な、 大きさです。 Jackson研もやはり総勢5
とても穏やかな紳士で、他人のやってい 名で、他の 2つのラボと lつのフロアー
ることはやりたくない、競争はしないと を共有していますが、小さい所帯同士な

いう姿勢をはっきりさせています。私は、 ので、研究テーマは全く異なっても、仲

彼自身の研究とはやや異なる方向ですが、 良く実験しています。また、アメ リカで

ショウジョウパエを使って「睡眠」 の研 は日本のように夜遅くまでだらだら実験
究をするというテーマを自分で持ち込み、 をすることは、どこでも少ないのですが、
彼のラボのメンバーに分子生物学的手法 それでも、MGHやハーバードでは、夕方
などを教えることと交換に、彼にショウ を過ぎても、あるいは土曜日 も、実験し
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ている人を見かけることはありました。

(まあ、と言っても、その多くが日本人で、

すが..• • • • )ところが、タフツはのんびり

していて、夕方6時以後や、週末には、

ほとんど人を見かけません。このあたり

も2流を感じてしまう理由です。しかし
その分、雰囲気はとてもよく 、施設や持っ

ている機械も古い分、お互いに機械を貸

し借りして、和気あいあいという感じで

研究をしています。また、人数が少ない

分、ボスと直接話ができる時間もたくさ

ん取れるし、大学院生の教育もしっかり

行っているし、よい面もたくさんあると

感じます。特に、私のように自分のテー

マを持ち込むなどというのは、忙しい研

究室ではなかなか許してもらえないこと

でしょうから、現在は、非常に楽しく研

究を行わせてもらっています。みなさん、

ボストンにお越しの際は、是非、お寄り

下さい。

ldmme@m.u-tolt盟主♀j_Q(日本語可)

r Jackson研究室のメ ンバー」前列中央が RobJackson，その横が筆者
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